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IHC 1:200-1:1000,ICC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物はGタンパク質共役受容体ファミリーに属し、様々なアデノシンおよびウリジンヌクレオチドに対して異なる薬理学的選択性を示す複数の受容体サブタイプが含まれています。この受容体は、Gタンパク質に共役したUDPグルコースおよびその他のUDP糖に対するP2Yプリン受容体です。幹細胞コンパートメントの制御に関与することで、P2Y受容体の既知の免疫系機能を拡張する役割が示唆されており、神経免疫機能にも関与している可能性があります。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする2つの転写バリアントが同定されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	P2RY14マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	P2RY14 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による P2RY14 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による P2RY14 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

